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年度末報告書（資⾦分配団体） 
● 提 出 ⽇ ：    2022 年   ４⽉   27 ⽇ 
● 事 業 名 ： 医療的ケア児と家族の夢を寄付で応援  
● 資⾦分配団体 ： 公益財団法⼈お⾦をまわそう基⾦ 
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： þ有 ☐無 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時期 現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

1、⽀援対象の⼦どもとその家族
の旅⾏や夢の実現をサポートす
る機会を実施 

1、実施した回数 
 

1、87 回 
 

2023 年 3
⽉まで 

１．28 回 
【2021.9〜2022.3 分】 
Lino:インクルシネマ 7
回、USJ ツアー1 回、
TDL ツアー1 回開催、 
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同上 2、参加した⼈数 2、2,580 ⼈ 2023 年 3
⽉まで 

２．1,397 名 
【2021.9〜2022.3 分】 
Lino:インクルシネマ
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447 名、USJ ツアー11
名、TDL ツアー13 名参
加 

2、⽀援対象の⼦どもとその家族
同⼠が交流や相談をする機会を
実施 

1、実施した回数 
 

1、15 回 
  

2023 年 3
⽉まで 

１．９回 
【2021.9〜2022.3 分】 
H＆W：２回実施（内１
回はオンライン） 
ア・ドリーム・ア・デイ
in 東京：１回実施。 

３ 

同上 2、参加した⼈数 2、120 ⼈ 
  

2023 年 3
⽉まで 

２．172 名 
【2021.9〜2022.3 分】 
H＆W： 13 家族 58 名
参加 
ア・ドリーム・ア・デイ
in 東京：２家族 3 
名が参加。初めての取
り組みで参加者は少な
かったが、家族の交流
の場を提供できた。 
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【⾮資⾦的⽀援】 
アウトプット 指標 ⽬標値 達成時期 現在の指標の達成状況 進捗

状況
＊ 
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1、寄付募集のページ作成、公開 1、実⾏団体に関⼼を
持った⼈に、その現
状や取り組みが分か
りやすくまとめらえ
ているか。 
2、寄付者が迷わずに
寄付できる状態か。 

実⾏団体と当団体の双⽅が確認し
公開できる状態 

2020 年 4
⽉まで 

① 実⾏団体３団体の
寄付募集ページを
作成済。 

② 2020 年度、３団体
が寄付募集実施。
うち２団体が⽬標
⾦額を達成。残り
1 団体も、８割を
達成。 

③ 2021 年度、２団体
が寄付募集実施。
のべ３回のうち、
全ての回で⽬標⾦
額を達成。 

２ 

2、実⾏団体のホームページや
SNS の改修・作成 

実⾏団体が取り組む
事業や活動を実⾏団
体が随時発信でき、⽀
援者などが確認でき
る状態にする。 

実⾏団体が遅滞なくイベントなど
の情報を発信できる状態 

 

2023 年 3
⽉まで 
 

1 実⾏団体（Lino）が、
2021 年 6 ⽉に団体ホー
ムページをリニューア
ル。イベント案内やお
知らせを分かりやすく
表⽰できるように改修
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した。 
3、実⾏団体へセミナー・体験会
などのイベント企画 
認知向上と⽀援者拡⼤に向け
て、実⾏団体とセミナー・体験会
などのイベントを企画、開催 

希望する実⾏団体へ、
⾃⾝の活動を広める
ための機会を提供し
た回数 

 

実⾏団体１団体ごとに半期に 1 度
開催 
  

2023 年 3
⽉まで 

（2022 年３⽉時点） 
・難病の⼦どもとその
家族へ夢を：リアルセ
ミナー１回（2021 年 10
⽉） 
・Lino：オンライン１
回（2022 年３⽉） 
 

３ 

同上 参加者数 1 度に 30 名の参加者を⽬標にす
る。 

 難病の⼦どもとその家
族へ夢を（2021 年 10
⽉）：28 名 
Lino（2022 年３⽉ 28
⽇）：17 名が 
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4、実⾏団体向けに、組織基盤
強化や事業拡⼤するためネット
ワークの提供などの⽀援を⾏う 

⽀援を実施した回数 1、全ての実⾏団体に対し、1 年に
1 ⽀援以上実施 
 

2023 年 3
⽉まで 

2021 年 10 ⽉、11 ⽉に、
休眠預⾦実⾏団体を含
めた当財団助成先団体
で、勉強会を開催。 
10 ⽉：ファンドレイジ
ング（難病の⼦どもと
その家族へ夢を、ア・ド
リーム・ア・デイ in 東
京が参加） 
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11 ⽉：地域・企業との
連携について 
（ア・ドリーム・ア・デ
イ in 東京、Lino が参
加） 

同上 参加団体の満⾜度 
 

2、全ての団体が有意義な⽀援だっ
たと回答 

2023 年 3
⽉まで 

全ての団体が「有意義
な⽀援だった」と回答
した。 

2 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  3.課題がある 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
☐変更なし þ短期アウトカムの内容 þ短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 

3.⾮資⾦的⽀援の活動に関する報告 
２年近く続くコロナ禍において団体によっては⼋⽅塞がり状態が続いていたが、定例 MTG での対話や当財団の助成先団体を含めた交流会
を通し、他団体の事例を参考にしたり⾃団体の取り組みを共有したりして、活動の⽷⼝を⾒つけるための場を提供した。 
難病の⼦どもとその家族へ夢をとは代表者同⼠の対談会を実施、団体の意義や活動を今まで接点がない⼈に知ってもらうことができた。 
Lino は、団体初の報告会を実施。開催にあたり開催⼿順やツール等を紹介し、新たなノウハウを⾝に付けることができた。 
ア・ドリーム・ア・デイ in 東京とは、毎⽉の MTG にて対話を続け新たな事業を実施する⽅向で動き出したものの、同団体の主要スタッフ
退職により事業実施体制を維持することが叶わず、⼀⼈事務局体制の団体に対する⾮資⾦的⽀援の難しさを痛感した。 



6 
 

6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
難病の⼦どもとその家族へ夢をでは、感染拡⼤を受けて当初のセミナー開催予定⽇での実施は中⽌となったが、状況を注意深く⾒つつ感染
状況に落ち着きが⾒えたタイミングで速やかに開催した。 
Lino・ドリーム：イベント開催にあたって病児ご家族が参加することを鑑み、対⾯はなくオンラインでの開催を企画し、予定通り実施でき
た。 

 
① 広報に関する報告 

1. シンボルマークの使⽤状況 
þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
þ報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している þその他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）：ノート PC、スピーカー 

 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
渋⾕クロス FM「Colourful Style ×（カラフルスタイル クロス）」出演（2022 年 1 ⽉ 31 ⽇） 

 https://www.youtube.com/watch?v=TLqYJkSEIrQ 
2.広報制作物等  
アニュアルレポート（https://okane-kikin.org/woknp/wp-content/uploads/2022/02/AnnualReport2021-web.pdf） 

  
3.報告書等 

 
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
 

 
④規程類の整備に関する報告  
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1. 規程類を web サイト上で広く⼀般公開していますか。 
þ全て公開した ☐⼀部未公開 ☐未公開 
→https://okane-kikin.org/janpia/compliance-and-governance 

2.  変更があった規程類に関して JANPIA に報告しましたか。 
□はい  þいいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由：変更はなかった 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

2. 内部通報制度は整備されていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：þ内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIA の窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 
☐内部監査を実施  þ外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 
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添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 

    



9 
 

 


